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序文

本書は山梨県埋蔵文化財センターが平成７．８．９年度に発掘調査を実

施した桂川流域下水道終末処理場建設に伴なう塩瀬下原遺跡の発掘調査報

告書であります。

遺跡は山梨県東部の大月市梁川町塩瀬字下原に所在し、忍野八海周辺を

源として途中、相模川と名前を変化きせ相模湾に注ぐ桂川の右岸に形成さ

れた大規模な河岸段丘の中位に位置しております。この桂川流域には大規

模な縄文時代遺跡が点在するところとして古くから知られており、中でも

中谷遺跡や大月遺跡などは数次に渡る調査がなされ、そこから検出された

多くの出土などは縄文時代研究に強い影響を与えたと言っても過言ではあ

りません。こうした中、今回の塩瀬下原遺跡の発掘調査では、縄文時代中

期後半から後期にかけての大小の配石遺構や埋設土器、土器・石器類など

が多数発見され各方面から注目を集めました。これらの資料をみてみます

と甲府盆地と西関東周辺の文化の中間地点にあたるためか双方の影響が如

実に現れているように思われます。果たしてこれらは如何なる意味を持っ

ていたのか非常に興味深い問題であると言えるでしょう。今後、この報告

書の成果が多くの研究の一助になれば幸甚であります。

末筆ではありますが、数々の御協力を賜りました関係機関各位、地元の

方々並びに発掘調査と整理作業に従事していただいた方々に厚く御礼申し

上げます。

2000年12月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重

〆



例言。凡例

１本報告書は、1995.1996.1997年度（平成７．８．９年度）に桂川流域下水道終末処理場建設に伴い発掘調

査された、大月市塩瀬下原遺跡の発掘調査報告書である。

２遺跡は、大月市梁川町塩瀬地区にあり、さらに遺跡が展開される段丘中位の字名が下原であることから名称

を塩瀬下原（しおせしたつばら）遺跡とすることとした。

３発掘調査は、山梨県土木部の委託を受けて山梨県教育委員会が実施した。

４発掘調査および出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センターで行い、吉岡弘樹・深沢容子が担当した。

５本報告書の編集は吉岡が担当した。

６写真は、遺構を吉岡・沢登正仁・大庭勝・萩原孝一が遺物は塚原明生が撮影した。

７ 発掘調査に伴う委託事業および委託先は次のとおりである。

写真測量：株式会社パスコ

出土遺物写真撮影：塚原明生（塚原フォトスタジオ）

８発掘調査および整理作業においては、次の方々 ・機関よりご協力・ご教示を賜った。記して感謝の意を表す

次第である。（敬称略・順不同）

大月市教育委員会志村勝之志村和善矢羽根賢上候弥三郎鈴木武雄小俣文雄民宿やまみち

９ 本報告書の挿図等に関する指示は下記のとおりである。

主要な遺構・遺物の挿図縮尺は基本的に次のとおりであるが、資料などの大きさにより適宜、縮尺に変
化を持たせてある。また、これ以外の遺物ドットマークなどの指示については図中に示してある。

遺構住居跡：ｌ／６０土坑：ｌ／３０炉吐：ｌ／２０埋設土器：ｌ／２０

配石：１／４０１／６０

遺物土器類および拓影：ｌ／３１／６石器類：ｌ／４１／６

１０本報告書に関わる出土品および記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。
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第１章調査の経緯と組織

第１節調査にいたる経緯

平成５年に全体計画が策定され平成22年の完成を目指した桂川流域下水道終末処理場建設に伴って、1994年１

月17日～24日・１０月24日～12月28日の二次にわたる試掘調査がなきれた（第２図)。その結果として第１～第５

地点での土層観察では、縄文時代中期から後期の非常に多量な土器片や２基の土坑などが検出された（第一次

試掘調査)。また、沢を挟んで東側のエリアでは、第６～第21まで16箇所で土層の観察を実施した（第二次試掘

調査)。この地区は、戦後かなりの規模で土地の改修が行われたことが要因となり、良好な土居の確認や遺物・

遺構の検出は認められなかった。これによって臓気ながらではあるが第１～第５地点の大月市梁川町塩瀬地内

に約20,000㎡にわたる縄文時代中期から後期の遺跡が展開されることが確認された。ここから得られたデータを

参考として1995年より３年間、総面積12,800㎡にもおよぶ第一次発掘調査が開始されることとなった。調査は

未買収地に影響を及ぼさないよう考慮しながら東側の買収の終了した区域から順次、実施された（第３図．９５

年度-1995年５月15日～1996年３月29日・第１．Ⅱ地点-5,065㎡、９６年度-1996年５月15日～12月26日・第

Ⅲ．Ⅳ地点-6,320㎡、９７年度-1997年４月22日～12月25日・第Ｖ・Ⅵ地点-4,960㎡)。

なお、整理作業は1998年４月～2000年３月までの二箇年間実施され、報告書は翌年度の2000年度に印刷され

た。

第２節

調査主体

調査機関

調査担当者

調査員

作業員

整理員

調査組織

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

(山梨県埋蔵文化財センター

1995年度

吉岡 弘樹 ○

沢登 正仁 ○

大 庭勝

萩原孝一

永田勤昭奥山和久

文化財主事）

1996年度

○

○

1997年度

○

○

甘利文代天野きみ子天野美津子奥秋英子天野サヨ子甘利とよ子甘利森枝小笠原

ヨウ子天野サヨ子天野媛一秋山幸良天野亀一石塚義弘石塚敏子小俣孝子甘利

清臣天野宇吉天野カツヨ天野春善天野藤吉小俣初枝久嶋由美子上僚邦子小林

悦子久嶋スミ小林重成佐々木さゆり清水末子鈴木忠男佐野洋介鈴木信子佐々木

くに子佐々木八重子佐藤イネ杉田イト江佐藤明信坂本ふぐ代坂本君子志村とし

子佐藤久義佐藤美千代田代光男田代久子山崎公江渡辺和子渡辺慶子平本香代

天野亀一天野きみ子天野媛 一 小 俣 靖 子 米 山 美 智 子 名 取 洋 子 長 田 久 江 内 藤由紀

子斉藤永司西室智津子平本香代長田美香長田綾田中めぐみ市川路小菅春江

－ １ －



第Ｚ章遺跡の概観

第１節地理的環境

大月市は、山梨県東部地域第二を誇る人口約３万４千人の都市である。東端は、海抜1.311ｍの権現山から上

野原町に、西は大菩薩山系の支脈である小金沢山系と、三シ峠より北上する支脈によって東八代郡、東山梨郡、

塩山市と境界を接している。南方は、御坂山塊の支脈を形成する高川山などと桂川に平行して東西方向に連な

る九鬼山、倉岳山とによって都留市、南都留郡と境界している。さらに北側は、大菩薩山系から東に延びる支

脈によって小菅村と接している。また、その広さは東西27.1kｍ・南北19.8kｍ・面積280.4k㎡と広域で山梨県総面

積の6.4％を占めている。しかし、その広域な面積も約80％は山林や原野であり、残り約20％が耕作地や住宅地

等に利用されているに過ぎない。塩瀬下原遺跡は、この大月市の東端部に当たる梁川町塩瀬字下原（海抜約

237.5ｍ）に所在している。梁川町地域は、忍野八海付近を源とし、相模湖を経由して平塚市から相模湾に注ぐ

桂川（相模川）によって右岸に大規模な河岸段丘が発達している様子が手に取るように分かる所として古くか

ら花井重次氏をはじめ古くから多くの研究者によって研究が進められ、地理の教科書などの書籍で紹介されて

きた。

桂川本流に沿って分布する河岸段丘は、段丘面の高度、堆積物の特徴などから、高位段丘・中位段丘・低位

段丘に区分されている。高位段丘（大柄面・葛原面）の分布は、桂川本流沿いにはほとんどみることができな

い。わずかに梁川町綱之上の対岸海抜約235ｍに分布しているのみである。中位段丘は、第１面である烏沢面・

上野原面と中位段丘Ⅱ面と三つに分類でき、各地域において良好な発達が観察できる。特に、烏沢面は、広域

に渡り、梁川町地区では下流部から新倉、金畑・塩瀬、綱之上、彦田・斧窪と続く。低位段丘は、桂川沿いに

上流より猿橋まで分布する大月面と梁川町清水地区段下や強瀬、浅利などに広がる鶴島面に大別されている。

これらの段丘を土地利用の面からみてみると、約50年前の状況では水利を生かして水田経営に多く利用されて

いる低位段丘、水利が充分でなかったために畑地や桑畑として利用されてきた中位段丘と利用状況が異なって

いた様子が分る。しかし、２０年ほど前から養蚕などの衰退から大月市の耕地が占める割合が減少し始めこれま

での耕作地が放棄されていく傾向がみられはじめている。

遺跡のある梁川町塩瀬下原地域からの様子をみてみることとする。遺跡のある段丘平坦部は、桂川に急峻な

傾斜を持って下る幾筋かの深い沢によって分断されている。周囲に目を向けると南東から南西方向にかけて丹

沢山塊の西端にあたり、かつ御坂山系の支脈を形成する山々が連なっている。ここには、戦後まで使用されて

いた寺下峠を経由し秋山村に抜ける街道があり現在でも軽登山客で賑わっている。北側には、眼下にみえる桂

川を挟んで甲斐武田氏の狼煙台跡が頂上部にある綱之上御前山（海抜約568ｍ）が遺跡地を凝視している。

第２節歴史的環境

遺跡の存在する大月市や桂川流域は、多数の縄文時代をはじめとする多数の遺跡が存在する地域でもある。

古くから多くの研究者によって盛んに発掘調査が行われてきた場所であるが、大規模な調査が実施され始めた

のは最近のことである。ここでは、地域を桂川流域と限定し、主要な遺跡について触れていきたい（第１図)。

１は、尾咲原遺跡である。桂川の支流にあたる朝日川に南側を大平川に西側を挟まれた洪積台地上に立地し

ている。昭和34年に小学校校舎拡張によって配石などが発見され脚光を浴びた。さらに昭和57年に体育館・プ

ール建設に伴い調査され縄文時代中期～晩期の住居跡、晩期の配石・石棺墓などが検出きれている。

２の牛石遺跡は、桂川とその支流である大幡川が合流する地点に位置している。この地域は、古くから考古資

料の採集できる所として知られていたが、昭和５４．５５年と発掘調査が実施された。特に55年の調査では、直径

50ｍにもおよぶ縄文時代中期末葉に位置付けられる環状配石が検出されている。

３（九鬼Ⅱ遺跡）・４（中溝遺跡）・５（中谷遺跡）はいずれも山梨リニア実験線建設に伴って調査された小形

－２－
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第１図遺跡位置図
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第３章調査方法と基本層序

第１節調査方法

平成６年１月および10～12月の２次からなる試掘調査（第２図）によって試掘調査地の西側部分に縄文時代

中期後半から後期を主体とする集落が展開されることが予測された。この結果から、第３図に示される約18200

㎡を本調査対象地と定めた。しかしながら当地区は土地未買収地が多かったため買収の早期終了した東側区域
より３箇年計画で発掘調査が計画された。

5,065㎡

6,320㎡

4960㎡

平成７年度

平成８年度

平成９年度

Ｉ
Ⅲ
Ⅵ

山地区の遺跡である。九鬼Ⅱ遺跡は、平成5年に調査され、結果縄文時代前期から中期、平安時代の集落が確認

された。また、中溝遺跡は、桂川左岸の大原台地上の中心に占地しており、既に昭和４７．４８年の調査で縄文時

代中期中葉の新道式や藤内式の住居跡が検出されている。平成５年度のリニア関連調査においては、平安時代

および縄文時代早期末から前期初頭にかけての集落跡が発見された。さらに、全国的にも最古群として捉えら

れる映状耳飾りも出土している。中谷遺跡は、高川山を西に背負う位置にあり、全面には高川が桂川に向かっ

て蛇行しながら流下している。調査は、昭和３９．４６．５４年と平成５．６年に実施されている。縄文時代中期後半

から晩期前半にかけての集落跡が検出され、特に晩期前半の清水天王山式に伴う耳飾りを付けた土偶は各界の

注目を集めた。

桂川を下った笹子川との合流地点周辺では、県立都留高校付近にある大月遺跡（６）と原平遺跡（７）が挙げ

られよう。大月遺跡の名が登場したのはかなり古く明治34年にまで遡る。しかし、本格的な調査は、昭和２年

に仁科義男氏が行ってから以後、平成７年まで６次におよぶ調査が実施されている。その結果、縄文時代中期

から後期と奈良・平安時代の集落の存在が明らかとなった。また、原平遺跡は縄文時代早期から前期の集落跡

として知られている。

市街の右岸には県指定史跡でもある中世城郭の岩殿城跡（８）や市内で唯一状態良<残存している子の神古墳

(9)が存在している。さらに、富浜町周辺では昭和47年に縄文時代中期末の住居跡が発見された宮谷遺跡（10）

がある。

塩瀬下原遺跡のある梁川町地域では戦国期武田氏の狼煙台跡とされる綱之上御前山（11）のほか大月市史に

は、縄文時代中期を中心とする本郷遺跡（12）・下原遺跡（13）・腰遺跡（14）・立野遺跡（15）・綱之上遺

跡（16）が掲載されている。また、下流域では、本遺跡と同じ右岸の河岸段丘上にある川合遺跡（17）は、昭

和62年から63年にかけて調査され、縄文時代中期後半の住居跡や土坑が検出されている。

本調査は、遺構検出面まで油圧シャベルによって土砂を

除去し、その後は人力による掘り下げを行い遺構検出を実

施した。グリッドは５ｍの設定とし、南から北にＡＢＣ

Ｄ…、東から西に１２３４…と番号を振り分けた。

なお、調査中は当埋蔵文化財センター安全衛生基準を遵

守し危険防止等に努めたことを付け加えておく。

写真１表土剥ぎ風景

（平成８年度）

－ ４ －



第２図試掘調査トレンチ開口位置図

第３図調査区全体図
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縄文時代後期

縄文時代中期後半代

段丘形成時の河床面

本遺跡においては第３図Ａ・Ｂ．Ｃの３地点から基本的な層序が観察でき

た。Ａ地点付近は、遺跡地東に深いＶ字を刻んで桂川に下る沢の影響を強く

受けており、表土層直下から砂牒層が検出された。Ｂ地点では、縄文時代後

期の堀之内・加曽利Ｂ式期に位置づけられるⅡ．Ⅲ層、縄文時代中期後半の

曽利式期を主体とするⅣ層の２面の文化層が確認されている。しかし、これ

らの層の堆積状況は安定しておらず角喋の混入が各所でみられる。これは段

丘上面方向からの遺構をも押し流す土砂の流れ込みであり、遺跡地が大規模

な土石流に見舞われたと想定できる。Ｃ地点においてもⅡ～Ⅳ層でＢ地点同

様の流れ込みが認められた。Ⅵ層より下方においては安定した堆積が観察で

※

きたが遣構・遺物の検出はなかった。

写真 ２Ａ地点トレンチ

Ａ 日 Ｃ

Ｖ

Ⅱ
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Ｖ

［｜胃 層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
※

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ

表土十耕作土

茶褐色土層

明茶褐色土層絹

暗黄褐色土層絹

喋層段

黒褐色土層

燈茶褐色土層

暗灰褐色土層

燈灰褐色粘質土層

青灰色粘質土層

砂喋層

第２節基本層序
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第４章発見された遺構と遺物
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第５図住居跡配置図

第１節住居跡

第１号住居跡（第６．７図）

Ｎ－７．８，○－７．８区において検出された本遺跡で唯一の平安時代住居跡である。他の住居跡との重複

はないが第１．２．３号土坑を北側コーナー部分において切っている。形状は長方形を呈し、断面形状は箱形

を示す。また、その規模は、長軸496ｍ、短軸4.33ｍ、深度28.3cmを測る。貼床は明確には検出されなかったが

各所に僅かに硬化した部分がみられた。壁溝や柱穴は確認されなかった。篭についても確認はされなかったが

住居中央付近と北西コーナー近くに火熱を受けたとみられる黄褐色粘質土が検出されている。遺物は土師坪

(１．２）が２点出土している。双方ともに外面体部に「入？」の墨書がなされている。

第２号住居跡（第８図）

０－１３区において検出された柄鏡形の敷石住居跡であり、近接した同レベルでいくつかの配石が確認きれて

いる。主軸は北東一南西方向に求められ北東側に入口部を有する。残存状況は必ずしも良好とは言えず、入り

口部と居住部の敷石であろうと推測できる肩平な自然石が数石存在しているに過ぎない。

入り口部の造りは、設置きれた縁石の問に30～40cmの敷石を貼っている。また、居住部との間仕切りとなる

石は検出されなかった。その規模は、検出状況から最大74.5cm幅と言うことしか求められない。
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第14図第３号住居跡出土遺物２

また調査の終了時には、縁石や敷石を除去して周囲の状況を確認したが柱穴などは検出されなかった。

遺物は、希薄であり図示し得るものはない。本住居跡の構築時期は、縄文時代中期後半代以降に帰属される

０ １０ＣＭ
－

3１

(口
○

Ｉ
．.･鋤

■bCザ伊づ

蕊

－－”□．。ここ＝２６
くつ１，くう

恩

第３号住居跡（第９～14図）

０－１４．１５，Ｐ－１４．１５に位置しており、東側の非常に近接した位置に第４号住居跡が確認されている。他

の住居跡と同様に土石流の大きな影響を受けている。このため、住居内の状況は、残存している縁石も少なく

敷石もその周辺に散在して検出されたに過ぎない。

居住部は楕円形を呈しており、中央部に石囲炉が設置してある。入り口部分の位置や形状は前述のとおり土

石流による撹乱ではっきりしない。居住部の規模は、５．０４×4.57ｍを測る。縁石は、北一束方向にやや良好に残

存している。敷石は、直径30cm程の肩平な安山岩系の自然石を用いている。なお、柱穴は検出きれなかった。

炉は、６枚の偏平な自然石を連結させて構築した石囲炉であり他の住居跡と比較しても非常に丁寧な造りで

ある。その規模は1.13×0.92ｍ、深度約45cmを測る。

出土遺物は土器類の小破片が多い。１．２は曽利式期、３は称名寺式期新段階から堀之内ｌ式期古段階に位

置付けられる過渡期的な深鉢形土器であろう。４～14は堀之内ｌ式期に比定されるものである。また、１５は堀

之内ｌ～２式期にあたる。続いて16～19は堀之内２式期となるものである（16は注口土器、１７は粗製土器)。さ

らに20～22は加曽利Ｂ１式期となろう。２３については詳細な時期判断に苦しむが堀之内２式期以降の粗製深鉢

形土器であろう。それ以外の遺物としては堀之内１式期の蓋が１点出土している（24)。石器類は打製石斧

(２５．２６)、石匙（27)、磨石（２８．２９)、石棒（３０．３１）が計７点ほど検出きれている。
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５

第５住居跡（第16～19図）

Ｐ－１８．Ｑ－１７・Ｒ－１８区に跨って検出きれた柄鏡形の敷石住居跡である。主軸は、大まかに東一西に求め

られ西方（倉岳山方向）に入口部を有する。残存状況は、本遺跡から検出された全住居跡の中で最も良好なも

のであったが、遺構確認面から居住部敷石面まで10～15cmと浅かったため遣物類の出土は非常に少なかった。

入口部は、石棺状にはならず30cm程の房平な自然石を６石程敷いた簡素な造りをみせる。入口部と居住部は

間仕切りの石によって区画を別にしている。確認きれた石は43cmの法量を持ち、この１石で仕切っていたと思

第３号住居跡に近接した０－１３．１４，Ｐ－１３，１４区より確認された。検出状況はやはりこの地点も他の箇所

と同様に土石流の影響を大きく受けており、住居跡の範囲がかろうじて判断できる程度であった。周囲に残存
する扇平な自然石や東側に若干残っている縁石などから、本来の形状は居住部に縁石と敷石を持った住居であ
ったことが伺える。また、その規模は直径４ｍ前後であったろうと想定できる。なお、明確に本住居跡に帰属

されるであろうと判断できる遺物は次のとおりである。土器類は全て深鉢形土器の破片である。１．２は縄文

時代中期末葉から後期初頭の加曽利Ｅ式期系、３．４は堀之内ｌ式期、５は詳細な時期は不明であるが後期と

考えられるものであろう。また、石器類としては、石棒の頭部（６）が出土している。

１

第４号住居跡（第９～１２．１５図）

第15図第４号住居跡出土遺物
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第18図第５号住居跡出土遺物１

－１５－

居住部は、縁石が半周ほど検出きれ、長軸2.67ｍ、短軸2.37ｍの僅かに楕円形状を呈している。敷石は、炉の

周辺に配されている。その他の部分では、転圧された痕跡はみられず敷石が剥ぎ取られた可能性を強めている。

炉は、中央やや奥から61×60cmの規模で検出された。検出時の状況から、本来は炉石を持つ石囲炉であったが

住居の廃絶時に炉石は抜き取られたとも推測される。居住部内の柱穴は、入り口部分と連結部近くに２箇所検

出きれた。柱穴の形状は、双方ともに不整形を呈しており、必ずしも円形や楕円形となるものではない。法量

は、５５×30cm、深度約30cmを計る。

このほかに特筆される点として、掘り込みの壁に巡らきれた石の外側に補助柱穴が検出されたことが挙げら
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れよう。検出された補助柱穴の配列は不規則であり、その数は30にのぼる。法量は、ほとんどが15cm前後の直

径を持ち、１０～25cmの深度を計る。

本住居の掘り方は、約50cmと深く、段丘形成時の自然喋層を掘り抜いている。覆土はやや締まりがあり、若

干の転圧が加えられたと考えられる。また、奥側より逆位の状態で伏せられた縄文時代中期に位置付けられる

リ
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第６号住居跡（第20～22図）

Ｎ－３区の縄文時代後期とされる面において検出された敷石住居跡である。本地点も縄文時代後期中葉以降

に発生したと考えられている土石流の影響を非常に大きく受けており、炉とその南東側周辺に設置された敷石

しか残存していなかった。このため住居の形態も良く分からない。しかしながら、南一西一北方向において大

まかな約４×4.5ｍの掘り込みのプランが確認されている。なお、柱穴や埋尭などの施設は検出きれなかった。

敷石は、本遺跡の縄文時代中期後半に位置付けられる住居跡のものと大きく違い30～80cmの板状に剥離きれた

篠を組み合わせるように配置している。

炉は、炉石が２石程残された状態で検出された。本来は、全てに炉石が巡っていた石囲炉と考えられる。規

-覇;３

※２

埋尭が完形で検出されているが住居との時期差が感じられるものである。

遺物の検出は、前述のとおり非常に少なくそのほとんどが土器の破片資料である。ｌは浅鉢形土器、

Ｌ一一

遺物の検出は、前述のとおり非常に少なくそのほとんどが土器の破片資料である。ｌは浅鉢形土器、２は深

鉢形土器で双方ともに勝坂期に位置付けられるものである。３～６は曽利式期、７は加曽利Ｅ式期の深鉢形土

器である。また、８は曽利Ⅱ式期の埋設土器である。石器は９の磨石が検出されたのみである。
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模は、長径68.6cm、短径50.8cm、深度21.5cmを計る。形状は、長方形を呈する。

遺物の出土は少ない。土器類（１～16）は全て堀之内２式期に位置付けられるものである。この内１．１４の

２点は粗製土器である。石器類は磨石（１７．１８）が２点出土しているのみである。

第７．８号住居跡（第23～27図）

２軒ともＮ－２１．２２，０－２１．２２区において検出きれた竪穴式住居跡である。当地点は、遺跡が展開きれる

段丘の縁辺部にあたる。

第７号住居は、直径約3.8ｍの円形のプランを呈しており、８号住居を切る関係にある。住居内からは、敷石

は検出されず、代わって堅く転圧された貼床が検出された。柱穴は、通常よりやや位置がずれると感じるもの

の直径40～55cmの規模で４箇所より検出された。

炉は、約90×100cmの長方形の形状を持つ。深度は、29.3cmを計る。炉石は、大型の自然石で掘り込みを囲っ

ているが、被熱による変色がみられ、クラックが生じている。底部には、段丘形成時の喋床が確認される。

遺物は少なく縄文時代中期の有孔鍔付土器（１）、勝坂期の深鉢形土器（２）、打製石斧（３）が出土してい

る。

第８号住居は、７号住居に切られる位置にあり、直径約4.8ｍの規模を持つと推測される。当住居においても

敷石は検出されず、炉の左右に良く叩き締められた貼床が検出された。なお、柱穴などは、確認できなかった。

炉は、縄文時代中期後半の深鉢形土器の頚部やや下から口縁部までを正位に堀り方に沿って埋め込み、その

上縁部に扇平な掌大の自然石を隙間無く配した石囲埋尭炉（４）である。直径約83cm、深度約25cmを計る。ま

た、埋婆（５）の存在も確認された。

第９号住居跡（第28～31図）

Ｋ－２０．２１，Ｌ－２０．２１に位置している。第10号住居跡と同様に段丘の上段より流れ込んできた操に一面が

埋め尽くぎれていた。その篠を除去していったところ4.5×3.0ｍの範囲に掌大の扇平な緑色岩の敷石が検出きれ

た。しかし、破損がひどく全容は明らかにできなかった。敷石のほとんどが赤変していたことなどから火災に

あったことが推測される。炉は1/2程破損した状態で検出された。その規模は、おおよそ直径76cm、深度23cmを

測る。なお、柱穴などは確認されなかった。

出土土器は、おおよそ堀之内２式期にあたるものであるが図示し得るものはない。石器は、磨石（１．２．

３）石皿未製品（４．５）が検出きれた。

第10号住居跡（第32～37図）

Ｈ－２３．１－２２．２３区において検出された。周囲には段丘の上段から流入してきた30～50cm程の篠が多くみ

られそれらを除去した間にかなり破損した状態で確認された。敷石は掌大の扇平な緑色岩を隙間なく敷き詰め

ている。また、その敷石のいくつかは熱を受けたためか僅かに赤変していた。炉は約1/2破損していたが直径約

50cm、深度約20cmの堀り込みを有しいてる。

遺物の出土は多い。土器類は後期のものが12点出土している。１．２は堀之内１式期、３～９は堀之内２式

期、１０～12は堀之内２式期新段階から加曽利Ｂｌ式期古段階に位置付けられる。石器類は８点出土している。

13は軽石製石製品である。円柱状に加工された上に熱を受け全体が赤変している。１４～17は磨石、１８～20は石

皿片である。

第11号住居跡（第38～40図）

Ｓ－１２区より検出された。当区域は遺構検出面が耕作や土石流による撹乱で非常に荒れている箇所のひとつ

である。このため検出時の状況では炉のみしか確認きれなかった。しかし、精査を繰り返したところ所々に床

－２１－
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第12号住居跡（第41図）

Ｎ－５区において検出された。非常に残存状態が悪く当初は屋外炉として調査された。しかし、炉に接した

ク
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炉は、６枚の届半な目然石を組み合わせた石囲炉であり、激しく火熱を受けたため１枚にはクラックが生じ

ている。その規模は1.14×0.92ｍ、深度約30cmを測る。

出土遺物は炉の東部分に多くが集中している。ｌは勝坂式期の蛇頭状突起が施された深鉢型土器の口縁付近

である。また、２～９は曽利式期に位置付けられる深鉢形土器である。１０は曽利式期に並行する連弧文系と推

される。石器は打製石斧（10～16)、磨製石斧（17)、磨石（18～21）が出土している。
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